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 そしてグリーンランド、北極の温暖化の加速的な進行 

 

温暖化の影響、秋に高温。気象庁は 23 日、2019 年の日本の平均気温が、1898 年の統計開

始以降で最も高くなる見込みだと発表した。1981～2010年の平均を 0・92 度上回る見通し

で、年間を通じ全国的に気温の高い状態が続いた。世界の平均気温は 1891年以降で 2 番目に

高くなる見通しで、気象庁は温室効果ガスの増加による地球温暖化の影響があるとみている。 

  気象庁によると、日本の年平均気温は長期的には 100年あたり 1・24度の割合で上昇して

おり、1990 年代以降に高温を記録する年が増えた。これまで日本で最も平均気温が高かった

のは 2016年。19年の 9～11月は南から暖かい空気が流れ込みやすかったため、東日本と西

日本では「1946年以降で最も気温が高い秋」になったという。 

 

 北極は数十年で 4℃上昇、グリーンランドの氷床の湖は過去 20 年で 27％増加、温暖化は加

速モードに危険な 2℃シナリオの行方、「北極の声に耳を傾けよ」と研究者（写真は氷床の湖） 

 

      


